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研究会について
2050年脱炭素化社会の実現に向けて、輸送機器の軽量化や資源循環の高度化などの技術開発が加速しています。当セ

ンターでは、これまでに「脱炭素化社会実現技術研究会（令和４～６年度）」を実施し、県内企業の脱炭素化技術の導入
や活用ノウハウ等の蓄積を支援してきました。引き続き企業の脱炭素化に向けた取り組みを一層促進していくため、令和７年
度から標記研究会を開催します。
本研究会では、マルチマテリアル部品の長寿命化を目指す「長寿命マルチマテリアル化ワーキンググループ」及び、プラスチックの

リサイクルやバイオプラスチックの活用など、プラスチックの資源循環に資する「リサイクルプラスチックワーキンググループ」において、共
通課題の解決に向けた取り組みを実施します。

【目的】
・マルチマテリアル化技術に関する技術・ノウハウの蓄積
・マルチマテリアル部品等の長寿命化

【これまでの取組内容（令和４～６年度）】
・材料（金属、樹脂）への表面処理技術（大気圧プラズマ、 UV ）の習得
・改質表面の評価（接触角、FT-IR等）
・接着耐久性（耐水性）に関する評価

【令和７年度からの取組内容】
・各種使用環境下（高温、水環境下、光照射等）での耐久性評価
・寿命予測手法の検討
・長寿命化技術の検討
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【活動内容】
〇研究会：外部有識者による最新技術情報の提供
〇ワーキンググループ（WG）：参加企業による実証実験

①長寿命マルチマテリアル化WG
②リサイクルプラスチックWG

【対象】
県内ものづくり企業 等

【目的】
・ポリプロピレン、バイオマスポリエチレンのランナーリサイクルに関する技術・ノウハウ
の蓄積

【これまでの取組内容（令和４～６年度）】
・ランナーリサイクル材の射出成形実証実験
・ランナー粉砕材の劣化度調査
・ランナーリサイクル成形品の物性低下度調査

【令和７年度からの取組内容】
・フィラー添加リサイクルプラスチックの劣化評価
・リサイクルプラスチックの耐候性検証
・カラー成形品のリサイクルによる色調変化の検証
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ご来場の皆様へ
詳細は研究会ホームページをご参照ください。
皆様のご参加をお待ちしております。


